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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　予備実験に用いた。これらの乳児は何れも下痢，腸管

　　　　　1緒言　　　　　　’外感染等特別の疾患に罹慰Lていなかつた。
　StaplylocoCcus（ブドウ球菌一以下ブ菌）は自然界　　　　　2）検査方法

に広く分布し，健康乳児においても腸内菌叢の1員と　　　　　　i）　ブ菌分離法

して存在する①…⑤。一方，炎症⑥一⑨，食中毒⑩一　　　滅菌採便棒で糞便を採取し，直ちにその1白金耳を

⑬などの原因菌として重視され，さらに近時は化学療　　　とり，ブ菌選択培地（Staphylococcus　medium　No．

法の普及と共に菌交代憾腸炎⑭一⑰の増加が報告され　　110）に塗抹した。この培地としては目本栄養化学製

ている。小児科領域に於ても新生児，乳児下痢症の病　　　のものを用いた。37°Cに43時間培養を行つた後取り

原としてその意義は特に注目され⑱『⑳，乳児の腸管　　　出し，培地上の集落の外観，色調を検し，更にグラム

内ブ菌に関する研究は電要な課題となった。　　　　　　染色と単染色を行い，鏡検上グラム陽性の球繭でプド

　翻つて手許の文献につぎ，乳児の腸管内ブ菌に関す　　　ウ状配列をなしていることを確謝したじかくして1集

る報告をみると数氏⑳一⑳にょつて行われているが，　　落でもブ菌を検出した例数の総検査例数に対する比

何れも成熟乳児又は新生児に就いて“あり，未熟児に　　　（百分率）を検出率とした。1検体から検出された薗

ついてはHoffmann⑳が簡単に述べている以外には　　株は1乃至2株であつたが・これらの全てを分離株と

見当らず，又分離株につき病原性に関する生物学的性　　　した・

状等の詳細な検討を行つたものは見出しえなかつた。　　　　　　ii）分離ブ曹の各種生物学的性状

　著者は以上述べたところより，入工栄養の未熟児に　　　　分離したプ菌の者種生物学的性状の検索は次の如く

つき撰択培地を用いて本薗を検出，分離し，分離菌株　　　で，これら術式の細部は，ブ菌型別研究会の方法⑳を

につき各種生物学的性状をも検索したので戴に報告す　　　参考とした。

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　a）　コアグラーゼ産生能

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　クエン酸ソーダで凝固を防いだ家兎血漿（3、8％ク

　　　　　Ir検査材料及び検査方法　　　　　エン酸ソーダ溶液・血液一1・3）撚菌生理食塩水で

　　　　1）検査材料　　　　　　　　　　　　　　　10倍に稀釈し，そのO・5ccを小試験管に分注し，それ

　検査材料は，昭和34年3月より同36年6月迄に，信州　　　に被検繭株の18～24時聞寒天培養菌を1白金耳移植

大学小児科に入院した人工栄謎の未熟児73例（生下時　　　し，よく混和して37°Cにおいた。30分，3時聞及び

体ts　2．5kg以下，生後4日N3ケ月）より採取した糞　　　18時間後に観察し，凝固の有無を検し，18時間迄に凝

便である。健康な人工栄養の成熟児46例（生下時体重　　　固したものを陽性とした。

2・7＠以上，生後4日一一6ケ月）の糞便を同様に採取，　　　　b）　マンニツト分解能
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　培地としてBarsiekow培地（指示薬B．　T．　B．液）　　つた。即ち，ブ菌は40例でえられ検出率は86・9％であ

を使用し，各鼓検菌株を接種後，37°Cに約2週間培　　った。分離した菌株総数は64であつた。これらについ

養し，毎日培地の変色状態を観察し，黄変したものを　　　て行った各種生物学的性状の成績では，コアグラーゼ

陽性とした。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　産生陽性株は47株（73．4％），マソニット分解陽性株

　　c）　ゼラチソ液化能　　　　　　　　　　　　　　は42株（65．6％），ゼラチン液化陽性撫よ37株（57．8

　培地としてゼラチソ培地を使用し，各被検菌株を接　　　％），T．　G，培養陽性株は24株（37．5％），溶血陽性株

種後，22°Cに7日間培養し，液化性の有無を判定し　　は4株（6．3％），色素産生株は黄色27株（42・2％），

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　白色37株（57．8％），レモン色0株（0％）であつた。
　　d）テルル酸グリシソ培地⑳（以下T，G，培

　　　地）培養　　　　　　　　　　　　　　　　　　w実験成績

　丁。G．培地に各被検繭株を接種し，37°C，24時間培　　　　　　1）未熟児の糞便中プ菌の検出率

養し，黒色の集藩をつくるものを陽性とした。　　　　　　人工栄養の未熟児73例の蓑便につき，ブ菌の検出率

　　e）　溶血能　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を検索した成績を第3表に示した。即ち，71例でえ

　家兎の5％脱線維素血液寒天培地に各被検菌株を接　　　られ検出率は97，3％で，分離菌株総数はユ11株であつ

種し，37°C，24時間培養後，溶血の有無を判定した　　　た。前記予備実験で行つた成熟児における検出率との

（α溶血）⑳㊥。　　　　　　　　　　　　　　　　　　間には：カイ2乗検定にょり推計学的検討を行った（以

　　f）　色素産生能　　　　　　　　　　　　　　　　下の推計学的検割は全て同じ）ところ，有意の差をも

　普通寒天平板培地を用い，各被検薗株を接種し，　　　って未熟児における検出率が高かつた（危険率5％）。

37°C，24時間培養し，産生する色素により黄色，白

色，レモγ色を区別した。・　　　　　　　　　　　　　第3表　人工栄養未熟児の糞便中ブドウ球菌と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生下時体重，検査時体重及び月令

　　　　　皿　予備実験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　対，
　本法を用いて未熟児の糞便中プ菌の検索を行うに当

り，予め健i康な人工栄養の成熟児46例の糞便を材料と

して，ブ菌の検出率及び各種生物学的性状を検索し　　　　　　　象

た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　未　　　熟　　　児

その結果を要約すれば第1衰及び第2表の如くであ

第1表　人工栄養成熟児の糞便中ブドウ球菌
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第2表　人工栄養成熟児の糞便中より分離しk　　　　　　　2）未熟児の糞便中ブ繭の検出率と生下

　　　　ブドウ球菌（64株）の各種生物学的性状　　　　　　　　時体璽，検査時体重及び月令

縦騰1・状一陽 i野未盟鑓鷺灘騰未＿99。一、98。
コアグラーゼ産生能　　　　47　　　73．4　　　　9）と2＠以上（44例・2000～24809）’の2群に分け・

マソニツト分解能　　　　42　　’65．6　　　それぞれの群における検出率を比較した（第3衷）。

ゼラチソ液化能　　　　　37　　　57．8　　　　前看では28例．96・6％にえらオz，後者では43例，97・8

T．G・培地培養　　　24　　37・5　　％で，両者匹敵し推計学的にも有意の差は認めなかつ

溶血能　4　6．3　た。
色轍鰹畿　1；99：1　就を農諜畿，2．、㈱棚
　　　　　　　　　　　　＊vモソ色：分離せず　　　1090チ～24559）と2・5ky以上（16例，2560チ～3785
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のの2群に分け，同様の比較をした第（3表）。前者　　　陽性率は概して高く，黄色色素産生能のみや玉低かつ

では56例，98．2％にえられ，後者では15例，93．8％　　　た。たk’し，何れの場合も推計学的には有意でなく，

で，2．5勿未満の群にやX高かつた。たX＋し推計学的　　　著差とは認められなかつた。

には有意でなく，著差とは認められなかつた。　　　　　　　　　4）未熱児の糞便より分離したプ菌の各

　　　iii）　検査時月令との関係　　　　　　　　　　　　　　　　　種生物学的性状と生下時体重，検査時

　未熟児を検査　（採便）　時月令より1ケ月未満（56　　　　　　　　体重及び月令

例，4～29日）と1ケ月以上（17例，1～3ヶ月）の　　　　　i）生下時体重との関係

2群に分け同様の比較をした（第3表）。前者では55　　　未熟児を生下時体重別に2）i）の如く2群に分け，

例，98．2％にえられ，後春では94・1％で，1ケ月未満　　　それぞれの群における各種生物学的性状を比較した

の群にや玉高かつた。たX’し　推計学的には有意でな　　　（第4表）。前者（2kg未満）では後者（2kg以上）に

く，著差とは認められなかつた。　　　　　　　　　　　比し，何れもその陽性率は概して高かつた。たX’し，

　　　3）未熟児の糞便より分離したブ菌の各　　　　　何れの場合も推計学的には有意でなく，署差とは認め

　　　　種生物学的性状　　　　　　　　　　　　　　られなかつた。

　未熟児の糞便より分離したブ菌111株の各種生物学　　　　　ii）検査時体璽との関係

的性状を第4表に示した。即ち，コァグラーゼ産生陽　　　　未熟児を検査時体重別に2）ii）の如く2群に分け，

性株は87株（78・4％），マソニット分解及びゼラチン　　　同様の比較をした（第4表）。・前者（2、5kg未満）では

液化陽性株は共に78株（70．2％），T．　G，培養陽性株は　　　後者（2・5勾以上）に比し，コアグラーゼ産生能，マ

54株（48．6％），溶血陽性株は14株（12．6％），色素産　　　ソニツト分解能，ゼラチン液化能，T．　G．培地培養の

生能は黄色42株（37．8％），白色69株（62．2％），レモ　　　陽性率はやx高く，溶血能，黄色色素産生能はやx低

ソ色0株（0％）であつた。　　　　　　　　　’　かった。たX’し，何れの場合も推計学的には有意でな

　これらを前記予備実験における成熱児の陽性率と比’　く，著差とは認められなかつた。

較すると，検査した性状により程度の差はあつたが，　　　　　　iii）検査時月令との関係

未熟児においてコアグラーゼ産生能，マソ＝ツト分解　　　　未熱児を検査時月令より2）iii）の如く2群に分け，

能，ゼラチン液化能，T．　G．培地培養，溶血能何れも　　　同様の比較をした（第4表）。　前者（1ケ月未満）で

第4表　人工栄養未熟児の糞便より分離したブドウ球菌（111株）の各種生物学的性状と

　　　　　生下時体重，検査時体重及び月令
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は後者（1ケ月以上）に比し，コアグラー・一　ti産生能，　　　73例の糞便を材料としてプ菌を検索しfe結果，71例

マソニツ粉解能ゼラチン液化能，T．　G．培地鞭　　（97．3％）に検出されte。　H。ffm・n・⑳は，氏の言己載

並びに溶血能の陽性率は概して高く，黄色色素産生能　　　した黄色ブ菌撰択培地を用いて・未熟児142例中40例

はや鼠低かつた。ただし何れの場合も推計学的には有　　　（28・2％）に検出したと述べ，著者の成績とは大差が

意でなく，著差とは認められなかつた。　　　　　　　　みられた。対象，環境のほか培地の相異を含む検査法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の差に基く所も大きいと考えられる。著者の成績では

　　　　　V　総括並びに考按　　　　　　　　　　　　　未熟児の検出率を，成熱児についての予備実験の成績

　未熟児の腸内菌叢が細菌出現率の面から，又，絶対　　　と比較すると，有意の差をもつて未熟児に高い点が注

数の面からみて，成熟児に比ベアソバランスの状態に　　　目された。

あると考えられたことは第1編㊥並びに第2編⑭にお　　　腸管内ブ繭の存在意義を知るには病原性との関連

いて述べた。中でもL，bifidus，　coliform　bacilll等　　　を検索する必要がある。プ菌の病原性を知る同的に用

の動きは，未熟児の生理的特異性との関連において重　　　いられる生物学的性状としては，コアグラーゼ産生

視すべきものであることを述べた。これらの菌の他　　　能＠『⑯，糖分解能⑰⑱，フナスフアターゼ産生能⑲

に，近年乳児の腸管内ブ菌の意義が醐1木的に注口され　　　一⑪，ゼラチソ液化能＠，ブイプリノリジン産生能⑧

てきつsあり，しかも未熟児についての検索が殆ど行　　　⑭，溶血能⑭⑭，色素産生能⑰㊥，T．　G．培地発育所

われていないのに鑑み，本編においては特にブ菌をと　　　見⑳その他が知られている。これらのうち，コアグラ

りあげ，その検出をなし分離した菌株につき生物学的　　　一ゼ産生能は病原性との関係が密接で，病原性，非病原

性状を検索した。　　　　　　　　　　　　　　　　　性の区別をする最も信頼すべきものと云われている⑳

　本編において対象とした未熟児はすべて人工栄養　　⑳。又，糖分解能についても多くの研究があるが，そ

であつた。その理由は，乳児の腸内菌叢が栄養法の如　　の中で最も病原性と関係の深いのは，rン＝ツ粉解

何により著しく異ることは衆知であるゆえ，本研究に　　　能であるという⑫⑧。ゼラチン液化能については近年

おいても栄養法を一定teした場合につき検索するの　　否定的見解⑭一⑳もみられ，又，色素魔生能は環境条

がよいと考えたこと，本研究の目的には特に多数株，　　　件に左右されること＠⑱があり，T．　G．培地発育所見

即ち，多数の未熱児を対象とする必要が予想された　　は若干動揺⑲のみられることが報告されている。以上

が，著者が観察する機会は人工栄養児が圧倒的に多か　　　より，今回著者の実験では，病原性の指標として，コ

つたこと｝こよる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　アグラーゼ産生能，マソニット分解能をとり，参考資

　ブ菌の分離培地としては各種考按⑳一⑳されている　　料としてぜラチン液化能，T．　G．培地発育所見，溶血

が，Chapman⑳の7，5％NaC1加マソニツト寒天培　　　能，色素産生能をえらび，これら生物学的性状の検索

地の改良培地である　日本栄養化学製Staphyloco一　　を行った。

ccus　rnedium　No．110を用いた。その理lllは我が国　　　　未熟児の糞便を材料とし分離せるブ菌について，前

で現在広く使用され，乳児の糞便よりの分離にも卓越　　　記各種生物学的性状の検索を行つた報告は見当らなか

していることが諸家⑳⑳の成績によつて明かとされて　　　つたが，著者の成績では，111株中コァグラーゼ産生

いたことによる。　　　　　　　　　　　　　　　　　陽性率78．4％，マソニツト分解並びにぜラチン液化陽

　予備実験として，健康成熟人工栄養児の糞便につい　　性率は共に70．2％，T．　G．培地培養陽性率は48．6％，

て，ブ菌を検索したところ，46例中40例（86・9％）に　　溶劇場性率は12．6％，黄色色素産生能は37。　8％であつ

椥塒れた。B・tti・u・⑳，丸1エ1⑳，諸橋⑳，黒坂⑳の　た。これら陽麟｛を，艦己予備実験の健康成51祝につ

検索成績では，それぞれ100％（2～6ケ月），70．9％　　　いての成績と比較してみると，色素産生能を除いて

（1ヶ月～1年），13、3％（1ヶ月～6年），70．4％（1　　は，すべて未熟児において高かつた。ただし，何れも

年未満）の検出率を得ている。特に新生児を対象とし　　　推計学的に有意でなく，著差とは認められなかつた。

た黒坂⑳，春原⑫，Torrey③の成績では，それぞれ　　　　なお，未熟児において生下時体重，検査時体重及び

94．0％，75．・7％，88　．8％oであったという。成績が報告　　　月令を指標としてブ菌検出率並びに各種生物学的性

者によつて異なるのは培地の相異や，対象とした乳児　　　状を比較検討したところ，ブ菌検出率は検査時体重，

の年令差，栄養法，環境など種々の要因によるもので　　　月令の少ない例において，又色素産生能と溶血能を

あろうと思われる。　　　　　　　　　　　　　　　　　除く各種生物学的憾状は，生下時体重，検査時体露及

　未熟児にっき本培地を用いて検索した報告は，手　　　び月令の少ない例に概して高い陽性率をえた。ただし

許の文献に見出すことが閏来なかつた。著者が未熟児　　　この場合も推計学的には有意でなく，著差とは認めら
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れなかつた。　　’　　　　　　　れた。分離した菌榔4の生物学雌状の陽性wは　，コ
　未熱児において上述の如き所見を塁した理由につい　　　アグラーゼ産生能73、4％，マンニツト分解能65・6％．

ては，消化管よりの各種分泌液，就中酵素，pH或い　　ゼラチン液化能57・8％，　T・G・培地培養37・5％溶血

はLysozymなどにおける未熟児の特異性が考慮され　　　能6．3％黄色色素産生能42・2％であつた。

るが，第1編⑳で述べた如く，L．　bifidu6がプ菌と　　　同様な力法により，，人工栄養の未熟児73例につき検

逆関係の出現率を示したことも注目すべぎであり，　　　索し・次の結果をえた。

L．bifidusとブ菌との間にin　vitroで拮抗関係が証　　　　1）　ブドウ球菌は71例，97・3％に検出された。成熟

明㊥された点と考え合せ，、未熟児におけるブ菌検出率　　　児の場合に比し高率でありt、この差は推計学的に有意

の増加には細菌叢内における拮抗作用も関4してい　　　であつた（危険率5％）。

ると考えられる。叉，病院は，ブ菌による汚染度の最　　　　2）分離した菌株111の生物学的性状の陽性率は，

も高い施設の一つであると云われている⑳＠が，今回　　　コァグラーゼ産生能78．4％，マソ＝ツト分解能70・2

箸者め実験対象とした未熟児は病院に収容され，予備　　　％，4sラチソ液化能70・2％・T・G・培地培養48・6％・

実験の成熟児は主に乳児院又は家庭の乳児であったこ　　溶血能12．6％，黄色色素産生能37：8％であつた。何れ

とも無視できない。　　　　　　　　　　　　　　　　も成熟児の場合に比し著差はなかつたが，色素産生能・

　大浦⑫は感染を有しない未熟児の咽頭よりブ菌を　　を除き高い傾向を認めた。

83．3・／。（コアグラー鐘生株25％）に検出し，大坪⑯　　3）ブドウ球1麺検1膵並びに分離菌株の生物学的

は口腔より81％（コアグラーゼ産生株60％），又松　　　性状の陽性率と未熟児の生下時体重，検査時体重及び

本⑭は轟腔より86，3％に証明したが，黒坂⑳＠の新生　　．月令との関係を検討し，何れの場合も著差はなかつた

児糞便中ブ菌の侵入門”は口であると述べた報告と考　　　が，検出率は検査時体重，月令の少いものに高く，溶

え合せ，米熟児糞便中ブ菌の出現過程には轟，咽，口　’血能，色素産生能を除く各種生物学性状の陽性率は体

腔におけるブ菌も関連を有すると思われる。　　　　　　　重叉は月令の少いものに高い傾向を認めた。

　糞便中におけるブ菌の存在意義については，更に多

・噸を螺す…糞騨・アグ・一磁言擶犠馨謙灘欝響輪墨轟
灘醗顯瓠瓢蹴1話・騰灘論中舗り己科学会，昭和、、
は，乳児下痢症と腸管内ブ菌との因果関係について｝　　　年10月）において発表した。

その病原的役割を証明することの難しさを指摘してい

る。しかしながら，今回の成績において，未熟児では　　　　　　　　　文　　献
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